
差 止 請 求 書 兼 申 入 書

２ ０ ０ ８ 年 ７ 月 ３ ０ 日

〒 ６ ０ １ － ８ ０ ３ ３

京 都 市 南 区 東 九 条 南 石 田 町 ３ 番 地 の ２

大 和 観 光 開 発 株 式 会 社

代 表 者 代 表 取 締 役 福 田 賢 一 殿

内 閣 総 理 大 臣 認 定 適 格 消 費 者 団 体

特 定 非 営 利 活 動 法 人

京 都 消 費 者 契 約 ネ ッ ト ワ ー ク

理 事 長 野 々 山 宏

（ 京 都 産 業 大 学 法 科 大 学 院 教 授

・ 弁 護 士 ）

〒 ６ ０ ４ － ０ ８ ４ ７

京 都 市 中 京 区 烏 丸 通 二 条 下 ル 秋

野 々 町 ５ ２ ９ 番 地 ヒ ロ セ ビ ル ５

階

T E L 0 7 5 - 2 1 1 - 5 9 2 0

F A X 0 7 5 - 2 5 1 - 1 0 0 3

( 担 当 ) 理 事 ・ 事 務 局 長 長 野 浩 三

（ 弁 護 士 ）

（ 差 止 請 求 ）

当 Ｎ Ｐ Ｏ 法 人 は ， 消 費 者 の 権 利 擁 護 を 目

的 と し て ， 消 費 者 ， 消 費 者 団 体 ， 消 費 生 活

相 談 員 ， 学 者 ， 司 法 書 士 及 び 弁 護 士 ら で 構

成 し ， ２ ０ ０ ７ 年 １ ２ 月 ２ ５ 日 に 消 費 者 契

約 法 １ ３ 条 の 内 閣 総 理 大 臣 の 認 定 を 受 け た



適 格 消 費 者 団 体 で す 。

当 Ｎ Ｐ Ｏ 法 人 は ， 貴 社 に 対 し ， 消 費 者 契

約 法 ４ １ 条 １ 項 の 請 求 と し て 本 差 止 請 求 書

を 差 し 出 し ま す （ 従 っ て ， 本 書 が 貴 社 に 到

達 す べ き 時 期 か ら １ 週 間 を 経 過 し た 後 に は ，

消 費 者 契 約 法 の 定 め る 差 止 請 求 に 係 る 訴 え

を 提 起 す る こ と が で き ま す 。 ） 。

つ き ま し て は ， 本 差 止 請 求 書 に 対 し て ，

本 書 到 達 後 １ 週 間 以 内 に 文 書 で 貴 社 の ご 対

応 を ご 回 答 く だ さ い 。 な お ， 回 答 の 有 無 及

び 回 答 内 容 は 公 表 す る こ と が あ る こ と を 申

し 添 え ま す 。

（ 請 求 の 要 旨 ）

貴 社 が ， 消 費 者 と の 間 で ， 建 物 賃 貸 借 契

約 を 締 結 す る に 際 し ， 敷 金 ・ 保 証 金 か ら 敷

引 ・ 解 約 引 き ・ 退 去 時 控 除 額 な ど の 名 目 で

一 定 額 を 控 除 し て 敷 金 ・ 保 証 金 を 消 費 者 に

対 し 返 金 す る 旨 の い わ ゆ る 敷 引 特 約 を 内

容 と す る 意 思 表 示 を 行 わ な い こ と ， 同 特 約

が 記 載 さ れ た 契 約 書 ひ な 形 が 印 刷 さ れ た

契 約 書 用 紙 を 破 棄 す る こ と 及 び こ れ ら を

社 内 で 周 知 徹 底 さ せ る 措 置 を と る こ と を

請 求 す る 。

（ 紛 争 の 要 点 ）

貴 社 は ， 消 費 者 と の 間 の 建 物 賃 貸 借 契 約

に お い て ， 敷 金 ・ 保 証 金 か ら 敷 引 ・ 解 約 引



き ・ 退 去 時 控 除 額 な ど の 名 目 で 一 定 額 を 控

除 し て 敷 金 ・ 保 証 金 を 消 費 者 に 対 し 返 金 す

る 旨 の い わ ゆ る 敷 引 特 約 を 内 容 と す る 契

約 を 締 結 し て い る 。

し か し ， こ の 敷 引 特 約 は ， 何 ら の 合 理 的

理 由 無 く 消 費 者 で あ る 賃 借 人 の 敷 金 ・ 保 証

金 返 還 請 求 権 を 制 限 し ， 民 法 １ 条 ２ 項 に 規

定 す る 信 義 誠 実 の 原 則 に 反 し て 消 費 者 の

利 益 を 一 方 的 に 害 し て お り ， 消 費 者 契 約 法

１ ０ 条 に よ っ て 無 効 で あ る （ こ の 旨 の 裁 判

例 と し て ， 神 戸 地 判 平 成 １ ７ 年 ７ 月 １ ４ 日

判 例 時 報 １ ９ ０ １ ・ ８ ７ ， 大 津 地 判 平 成 １

８ 年 ６ 月 ２ ８ 日 ， 京 都 地 判 平 成 １ ８ 年 １ １

月 ８ 日 ， 大 阪 地 判 平 成 １ ８ 年 １ ２ 月 １ ５ 日 ，

京 都 地 判 平 成 １ ９ 年 ４ 月 ２ ０ 日 ， 奈 良 地 判

平 成 １ ９ 年 １ １ 月 ９ 日 な ど 。 ま た ， 大 阪 高

裁 に お い て も 同 特 約 が 無 効 で あ る こ と を

前 提 と し て 和 解 し た 例 が あ る 。 ） 。

よ っ て ， 当 Ｎ Ｐ Ｏ 法 人 は ， 消 費 者 契 約 法

１ ２ 条 ３ 項 に 基 づ き ， 同 特 約 を 内 容 と し て

含 む 建 物 賃 貸 借 契 約 の 締 結 行 為 の 差 止 及

び 同 行 為 の 予 防 措 置 に つ き 請 求 す る 。

（ 訴 え を 提 起 す る 予 定 の 裁 判 所 ）

京 都 地 方 裁 判 所

（ 申 入 ）



以 下 は ， 消 費 者 契 約 法 １ ２ 条 の 差 止 請 求

で は な く ，消 費 者 団 体 と し て 申 し 入 れ ま す 。

上 記 の と お り ， 敷 引 特 約 は 無 効 で あ り ，

貴 社 が ， 敷 引 特 約 に 基 づ き ， 敷 引 ・ 退 去 時

控 除 額 な ど の 名 目 で 敷 金 ・ 保 証 金 か ら 差 し

引 く こ と は で き ま せ ん 。

つ い て は ， ① 今 後 解 約 す る 消 費 者 に 対 し

て 敷 引 ・ 退 去 時 控 除 額 を 差 し 引 か ず に 敷 金

・ 保 証 金 を 返 金 す る か 否 か ， ② 過 去 に 解 約

し た 消 費 者 で ， 敷 引 ・ 退 去 時 控 除 額 を 差 し

引 い た 例 に つ い て ， 敷 引 ・ 退 去 時 控 除 額 を

返 金 す る か 否 か ， ③ 過 去 に 解 約 し た 消 費 者

に 対 し 返 金 す る 場 合 は ど の 時 期 ま で 遡 っ て

返 金 す る の か ， に つ き ， 本 書 到 達 後 １ 週 間

以 内 に 文 書 で 貴 社 の ご 対 応 を ご 回 答 く だ さ

い 。 な お ， 回 答 の 有 無 及 び 回 答 内 容 は 公 表

す る こ と が あ る こ と を 申 し 添 え ま す 。


